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※ 弾性波トモグラフィ：ある領域の周囲に発振器と受振器を設置し、
発振器で人工的に振動（弾性波）を与え、その速度を計測すること
で、領域内の岩盤の損傷範囲などを確認する調査手法
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最終氷期の地表水
後氷期の地表水

標
高
（
m
）

地表水の浸透領域の浅部：後氷期の天水が流動
地表水の浸透領域の深部：最終氷期の天水が滞留

割れ目の水が後氷期の地表水
で特徴付けられる

割れ目の水が氷期の地表水
で特徴付けられる
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■ 当初の工程（令和 5 年 4 月）、■ 更新後の工程（令和 5 年 8 月公表）、■ 実績 

350m調査坑道

換気立坑

東立坑

西立坑

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

準備 掘削

湧水抑制対策 掘削
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湧水抑制対策 掘削
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受振点
発振点
弾性波の
伝播経路

試験坑道4 試験坑道3

S4-1孔

S4-2孔

波を受振するセンサー 波を発振する装置
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地震が起きた際の地下への影響

○ 宗谷地方での地震で地下施設は？

・宗谷丘陵の西側にサロベツ断層帯が存在、そこで地震が発生すると震度6弱程度と想定

・幌延深地層研究センターの地下施設に与える影響を評価、十分な耐震安全性を確保

地下は地表より地震の揺れが小さく影響が少ない

地下施設は十分な
耐震安全性を確保

【地下施設イメージ図】

地震計による観測結果（波形データ）

○ 地下の揺れは？

・地表の1/3～1/5と小さい

・幌延の観測結果でも確認

○ 処分場を閉鎖した後は？

・岩盤と人工バリアが一緒に揺れる

・破壊される可能性は非常に低い

○ 幌延深地層研究センターでは？

・地表と地下施設に地震計を設置・観測

・地下施設の耐震安定性評価の信頼性向上



地下での地下水の動き

地層処分の対象となる深度300mより深いところでは、地下水の流れが非常に遅いことが知られ
ています。地層処分の長期安全性を評価するためには、放射性物質が地下水の流れに乗って
移動することを想定し、地下での地下水の流れを把握することが重要となります。

化石海水 （１００万年より古い地下水）

地表付近と地下深部での地下水の流れイメージ図

電磁探査によりセンター周辺における電気抵抗率を測定し、
化石海水の三次元分布を推定

幌延深地層研究センターでは、
地下深部の地下水の性質・起源・年代を調
べる方法の研究

地下水の流れが遅い場所を把握するための
研究

などを行っています。




